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研究動向・成果

空港の津波浸水の確率論的評価
（研究期間：平成29年度～）

空港研究部 空港新技術研究官  中島由貴

（キーワード） 津波、浸水確率 

１．はじめに

管制システム・灯火・乗降設備・手荷物輸送設備

等の多数のシステムが電気で稼働している。浸水に

よる電源喪失は、空港全体を麻痺させる。沿岸部の

空港に地震が作用すると、震動被害・津波被害等か

ら構成される複合被害が想定されるが、その評価は、

各被害の確率論的評価の重ね合せに依拠せざるを得

ない。周期性構造物の震動被害について、確率論的

評価は実装済であるが、空港における津波浸水につ

いても適用が急がれる。

２．浸水確率の考え方

観測された津波高さと津波シミュレーション結果

には、相当の誤差（バラツキ）があることが確認さ

れている。このバラツキを考慮した評価方法が式-1

である。地震iによる海岸の津波高（推定津波高）を

確率変数Xi、対象サイトへの流入標高（例えば、護

岸高さ）をh0、施設・設備jの標高をhj、被害が生じ

る浸水深をdjとすると、レベル湛水法によって当該

施設・設備に被害が生じるのはXi > max(h0, hj+dj)と

表記でき、その発生確率は次式で評価できる。

(式-1)

ここに、fXは津波高（推定津波高）の確率密度関

数で対数正規分布に従う。λiは津波高（推定津波高）

の中央値、ζはそのバラツキ（対数標準偏差）である。

図-1に津波浸水の確率論的評価の概念図を示す。

３．評価事例

標本は沿岸部空港の一つで、別途、南海トラフ地
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図-1 津波浸水の確率論的評価の概念

震の津波シミュレーション結果が示されている。こ

れに前述の評価方法を適用した結果が図-2で、陸域

での減衰等を考慮しないレベル湛水法により、空港

の箇所別の浸水確率を図示した。津波が護岸を超え

て滑走路等を浸水する確率は40%程度で、一部は

30%程度にとどまる。復旧に時間を要する電源局舎

に到達する確率は40%程度である。被災直後からの

救急救命活動で期待されるヘリコプターの運用に必

要なエプロンや給油施設も30%程度の浸水が想定さ

れる。今後、これらを踏まえた複合被害に対する空

港全体の確率論的評価に繋げていきたい。

図-2 評価事例
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AISデータを用いた船舶避泊実態
に関する分析
（研究期間：平成30年度）

港湾研究部 港湾計画研究室 室長 山本 康太 研究官 江本 翔一

（キーワード） AIS、台風、避泊 

１．はじめに 

現在、外航船及び内航船ともに、一定規模以上の

船舶はAIS（Automatic Identification System：船

舶自動識別装置）の搭載が義務化されている。国総

研港湾研究部では、国総研船舶動静解析システムに

より、AISデータを用いた船舶動静の把握が可能とな

っている。そこで、記録的な強風を伴った2018年台

風21号の大阪湾通過時について、AISデータを用いて

船舶の避泊実態等を分析した。 

２．避泊実態に関する分析 

台風21号の大阪湾通過前に、明石海峡を通過し播

磨灘方面へ航行する船舶が多数見られた（図－１）。

これは、播磨灘が台風21号の進路の西側に位置し、

台風の進路の東側に位置する大阪湾より風速が弱い

と考えられたことから、大阪湾外の避難先として播

磨灘方面を選択した船舶が多かったと推測される。

また、台風21号の大阪湾通過時(9月4日14:00頃)、大

阪湾内海域では53隻、港内では119隻の船舶が避泊を

行っていたが、そのうち、港長による避難準備勧告

発令(9月3日16:15)までに湾内海域で約4割、港内で

約6割の船舶が既に避泊を開始しており、多くの船舶

が早い段階から避泊を開始していたことが分かった。 

３．走錨に関する分析 

記録的な強風を伴った台風21号の大阪湾通過時、

大阪湾内で避泊する多くの船舶が走錨した（図－２）。

走錨は、風、潮流、波浪、底質の他、船型や錨のタ

イプなど様々な要因が関係しているが、比較的入手

しやすい風速データのみを用いて、簡易的な目安と

しての走錨開始風速をAISデータとの比較により推

計したところ、今回の台風21号の大阪湾通過時に関

しては、概ね平均風速25m/sを超えると船舶は走錨し

始めていたことが分かった。 

４．今後の取り組み 

今後、荒天時のAISデータをさらに収集するととも

に、AISを搭載していない船舶等の避泊実態もヒアリ

ング等で把握することにより、港内避泊に必要な岸

壁容量の算定等への活用が期待される。 

図－１ 2018年9月3日20:00の船舶の位置と向き 

図－２ 台風21号大阪湾最接近時を含む船舶の1時

間の航跡（2018年9月4日13:00～14:00） 

（走錨等により航跡がぶれている） 

☞詳細情報はこちら
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